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◎各学年３～４クラス
全校児童６８１人
職 員 数 ５０人

◎玉名市内の中心地
校区内に
合同庁舎
県の地域振興局
市役所
公立高校 ２校
私立高校 １校
隣接校区
大学 １校

◎各学年３～４クラス
全校児童６８１人
職 員 数 ５０人

◎玉名市内の中心地
校区内に
合同庁舎
県の地域振興局
市役所
公立高校 ２校
私立高校 １校
隣接校区
大学 １校

○各学年２クラス
全校生徒１９８人
職員数１６人

○校区の小学校
６小学校

○九州新幹線新玉名駅
駅前広場
花壇の整備

○生徒のボランティア
活動が活発
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駅前広場
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○生徒のボランティア
活動が活発



本協議会は、本校の所在するところの地域住民、保

護者及び学校経験者等（以下「地域住民等」という。）

の学校運営の参画等を進め、学校と地域住民等との

信頼関係を深めるとともに、生徒の学習や生活の充

実・向上を進めることで、より豊かな人間性を育むこと

を目的とする。

（※玉名市学校運営協議会規則に基づいて作成）
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１ 学校経営の基本方針の承認する

２ 校長の求めに応じて、学校運営、職員の採

用及びその他の任用に関する事項について意

見を述べる。

３ 学校運営について地域住民等の理解・協

力・参画を促進する

４ 学校評価を行う

５ 情報の発信に努める

（※玉名町小学校・玉陵中学校学校運営協議会規則より）

１ 学校経営の基本方針の承認する

２ 校長の求めに応じて、学校運営、職員の採

用及びその他の任用に関する事項について意

見を述べる。

３ 学校運営について地域住民等の理解・協

力・参画を促進する

４ 学校評価を行う

５ 情報の発信に努める

（※玉名町小学校・玉陵中学校学校運営協議会規則より）





学校運営協議会の組織
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【学校運営協議会委員 15名】

学識経験者(歴代校長)・本校元校

長・玉名市公民館支館長・玉名市

民生委員・区長会長・企業代表・

障害者支援施設・地域住民代表

(３名)・ＰＴＡ会長・校区小学校

長・スクールボランティア会員・

玉陵中学校校長・玉陵中学校教頭
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【学校教育目標】
人間尊重の精神を基盤にして、一人一人の能力と個性を伸ばし、心身

共に健康で創造性豊かに逞しく生きていく生徒を育成する。

【生徒信条】
強い意志の人・創造する人・希望に生きる人・協力する人

【玉陵中学校 学校運営協議会テーマ】
学校と家庭・地域で育てる「学ぶ生徒・鍛える生徒、磨く生徒」

学校運営協議会

○自ら学ぶ生徒への支援
・生き方教室
・職場体験など

○自ら鍛える生徒への支援
・地域でのあいさつ運動
・青色パトロールなど

○自ら心を磨く生徒への支援
・朝ボランティア
・菜の花プロジェクトなど



玉名市立玉陵中学校

環境スクールボランティア（環境支援部協力員）

連絡先:玉名市立玉陵中学校（担当：宮本 斉之）

〒865-0005 熊本県玉名市玉名900番地
Tel(0968)72-2597 Fax(0968)72-2397

gyokuryoh-jh@tamana.ed.jp

環境ボランティア募集

玉陵中の生徒と一緒に、新玉名駅前公園の花壇や学校の

花壇の整備や花の苗作りをしませんか。

毎月１日、朝７：４５～８：１０、生徒と一緒に活動しています。

※ ６月２５日(土)１１時～ 玉陵中学校体育館会議室で、今年度の

話し合いを行います。ぜひ、参加してください。



各教科や総合的な学習の時間における支援を通
して、自ら学ぶ生徒を育てる。

福 祉 施 設 と の 連 携 小 学 校 と の 連 携



青色パトロール巡回への協力

生徒の心身の健康を守り、安全・安心を確保し、
自ら鍛える生徒を育てる。

地域の中でのあいさつ運動

小・中連携のあいさつ運動

食 育 教 育 の 支 援



門 松 作 り

校区別清掃活動

環境整備を中心としたボランティアや体験活動な
どを通して、自ら心を磨く生徒を育てる。

朝のボランティア

菜の花プロジェクト



◎小学生５・６年生による

授業参観（英語・数学）

◎４校時目 生き方教室

講師 月瀬小学校ＰＴＡ会長

本校の教育活動を保護者や地域住民に開放し、保護者や地
域住民のニーズが学校運営に、より迅速かつ的確に反映さ
れることを目指す。



玉陵中学校

１ 成果
○ これまでの取り組み等を発展さ
せた無理のない組織づくりができ
た。
○ 生徒会と一緒になって取り組む

活動が充実できた。
○ 学校運営について、建設的な意
見や感想を把握できた。

２ 課題
○ 学校運営協議会制度の周知
○ 支援ボランティアの発掘
○ 学校のニーズの把握
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玉名町小学校

１ 成果
○ 人材依頼の流れが簡素化し
たことにより、人材活用の機
会が増え、子どもたちの豊か
な学びになった。

○ 支援活動も深まり、子ども
たちが地域の中で進んであい
さつするようになった。

２ 課題
○ ボランティアの保険等の経
費の確保
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１ グローバルな「知識基盤社会」に通用する教育を構築する。

２ 教師が、授業等、子どもたちの能力開発に専念できる教育
環境を整備する。

３ 全ての中学校区に、各小･中学校を包括するコミュニティ・
スクールを導入する。

４ 交通インフラの開発に伴う玉名市の都市計画の中で、教育
力を高め、若い家族も安心して住める定住化促進の一翼を
担う。
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１ コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）
が、地域から注目され支持される組織をつく
る。

２ 地域の有能な人材が集結する。

３ 玉名市の全ての小･中学校で学びたいという
地域を構築する。
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１ 学校の応援団体制

２ 教職員が教育活動を行う上で、支障をきたす場合に
支える体制

３ 教職員が生徒一人一人と接する時間的余裕をもて
る体制

４ 家庭を支援する体制

５ 地域をあげて、知・徳･体を推進できる体制
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１ 目的

（１）学校運営協議会を継続的に発展させるた
めの組織･運営体制づくりの具体的な検討

（２）地域人材やボランティア組織等の効果的
な活用や連携方針の検討
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２ 研究の具体的な内容及び方法

（１）学校運営協議会の役割を明確化し、学校、家
庭、地域が連携・強化して実効性を発揮する取
組を検討する。

（２）学校運営協議会の規則の制定と年間運営計画
の検討を行う。

（３）中学校区単位で学校運営協議会の連携を図る。

２ 研究の具体的な内容及び方法

（１）学校運営協議会の役割を明確化し、学校、家
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研 究 推 進 委 員 会
有識者 （大学教授、医師、警察ＯＢ、玉名市中央公民館長）

地域代表 （区長会長、元校区小学校ＰＴＡ会長、主任児童員、学校支援地域本部事業コーディネーター）

保護者代表（前ＰＴＡ会長、現ＰＴＡ会長、現ＰＴＡ副会長）
教職員 （玉名町小学校長、教育委員会指導主事、校長、教頭、主幹教諭、教務主任）

た ま な プロジェクト

推進委員長

推進副委員長

名称
体育部会

た たくましプロジェクト

知育部会
ま まなびプロジェクト

徳育部会
な なかまプロジェクト

めざす生徒像 忍耐強くたくましい生徒 自ら学び共に学ぶ生徒 規律ある礼義正しい生徒

内 容 体力向上・教育環境 学習支援・学習環境 生徒支援・問題行動

部会長 各部会長 各部会長 各部会長

推進委員 各推進委員 各推進委員 各推進委員

学校支援地域本部事業ＰＴＡ活動
その他の
支援活動
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